
  

   

  

    

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今年も、新しい発見と楽しい出会いの場として、 
お気軽にご参加ください。 

◎場所 井上コミュニティプラザ ◎対象 地区在住者  
 

日 時 内 容 講 師 

８/７（木） 
13:30～15:00 

石川県の 
人間国宝⑦ 

元石川県立美術館学芸員 
南 俊英 氏 

９/４（木） 
13:30～15:00 

石川県の 
遺跡からみた歴史 

津幡町文化財保護審議会 
会長 芝田 悟 氏 

１０/２（木） 
13:30～15:00 

｢義経記｣にみる 
津幡町の義経 

元教員 
洞庭 昭彦 氏 

１１/６（木） 
13:30～15:00 

《閉講式》 
人権と SDGｓ 金沢地方法務局職員 

 

６月１日、町総合スポーツ大会が行われ、地区対抗競技の１２種目で、井上地区の男子が３位入賞しました！ 

ほか、競技協会独自開催大会種目も行われ井上地区の選手は、各種目で活躍されました。 

今年の綱引きは、井上地区運動会でスカウトした選手も加わり、より強化され井上地区の絆が深まりました！ 

                                                選手の皆さんお疲れ様でした。 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 

(6/8,15) 
 

２回に渡り、川尻地区に伝わる伝 
統文化「川尻ちょんがり踊り」の編み 
笠づくりを行いました。 

踊り手が身につける特徴的な装飾品で 
編み笠に、紅白の水引で飾られた「男蝶」 
「女蝶」という紙細工があしらわれており、 
奉書紙や金紙を折って作ります。 

1 日目は、島一郎さん(川尻)を、講師に 
迎え、イ草で笠を編みました。笠が広がる 
よう少しずつ細かく編んでいく所に時間が 
かかりましたが、皆さん出来上がりました。 

2 回目は、番田商店さんを、講師に迎 
え、水引を作り、笠に付ける作業です。 
紅白の淡路結び作りと紙細工をして仕上 
げる予定でしたが、次の日に持ち越し仕上げました！ 

編み笠作りは大変だったけれど、 
その分完成したときの喜びも大きか 
ったです！8/14 の川尻盆踊りや 8/ 
23 の秋祭りで「川尻ちょんがり踊り」 
を踊りますので、ぜひご覧ください。 

また、今回作った作品は文化祭に 
も展示します。 

６/２２㊐、昨年から体験会に変更し開催。 
今年も、子どもから高齢者までの参加がありました！ 
 各グループには、経験者がおり、初心者🔰にルー
ルなど指導し、８ホールを２回まわりました。 

はじめて参加した方も安心してプレーができ「優しく
教えてもらい楽しかった！」と感想 
も頂きました。名前を呼び合う仲に 
なり、地域の交流も深まりました！ 
お世話していただきました皆様に 

感謝いたします。 

今年も、プランターはリユースしました！ 
５/３１㊏、花の山崎さんを講師に迎え、お花 
の説明・植え方・肥料やり方など学び、素敵 
な寄せ植えができました！ 
チェリーセージ・チョコレートコスモスゴルジリネ・オースト
ラリスレッドスター・ゼラニウム・ドラゴンクイーンロシアン
セージ・サマーラベンダー・カリブラコア・ノーヴァダブル 
 

伝統文化の継承 
町無形文化財ちょんがり踊り

5/9（木）、第２回目は昨年
に引き続き「みんなで考える
津幡町の水防災 R5.７豪雨災
害」と題し、石川工業高等専
門学校環境都市工学科 教
授 大橋 慶介氏をお迎えし
行いました。災害情報サービ 

スを利用し自分達の住んでいる場所の状況を知る事
が出来ることを学びました！ 
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期間中ドライバーの方には、走行者に十分ご注意下さいますよう、ご協力をお願いいたします！ 
１００Ｋ・６０K 走破した人には走破賞と副賞を贈る。但し、小１・２年生は、走破賞６０Ｋ・努力賞４０Ｋとする。 

※１０日間走りカードを提出した方には、井上地区体育協会より参加賞が贈られます。(記録カードは、参加初日係りより配布) 

※ｽﾎﾟｰﾂ保険加入希望者は、開催前７/1１（金）までに掛金を添え、津幡町総合体育館(TEL289-3161)へ申込み下さい。 

どこでも・だれでもできる 
  

 

夏休み中の子どもの規則正しい生活習慣と
運動習慣の推進と地域の健康づくり!自宅で
も・どこでも・一人でも・誰とでもどんな形
の参加でもＯＫ! 

 

主催:井上公民館 共催:井上地区体育協会 

こちらから、カードのダウンロードできます 
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SDGｓの目標って？⑯ 

第 １９ 回 

公民館サークルの紹介 
「井上歌声の会 歌声喫茶」 
日時:毎月第２木曜日午後２時～３時 30 分 
場所:井上コミュニティプラザ ホール 
内容:飲み物はご持参ください! 

歌声喫茶は、21 年間続いています。 
童謡・唱歌・昭和歌謡など、 

毎回 15 曲ほど歌っています。 
年齢性別問わず、どなたでも 
お気軽に歌いに来てください。 
 

申込・問合せ（076-289-4273 洞庭） 
または、井上公民館までご連絡ください。 
 

井上公民館の Instagram です。 
井上公民館の様々な講座や井上地
区の話題をお届けしています。 
〒929-0334 津幡町川尻ㇾ7-1 

津幡町井上公民館 
tel:076-289-2436/fax076-289-2408 
mail: inoue-ph@m2.spacelan.ne.jp 

井上保育園より

 当日朝９時３０分までに保育園

玄関前までお持ちください。 

【回収するもの】新聞・雑誌・牛乳パック･ダンボー

ル･アルミ缶（紙箱・封筒･包装紙・パンフレット等も可） 

SDGｓの目標 「１６．平和と公正をすべての人に」  
「世界の戦争や紛争」                      
私たち人間は、今 世界中で５０以上もの戦争や紛争で
殺し合いをしています。これでは、「平和」とは言えない状
態です。約２億人もの子供たちが、このような地域で暮らし
ています。戦争や紛争の原因は、考え方の違い、物の奪
い合い、民族間の対立などさまざまです。戦争や紛争に
より、１億人近い人が、ふるさとを追われています。 
「世界の平和のために、私たちができること」         
近年 いじめや差別に関係する問題が、多く発生していま
す。インターネット上でも、他人を傷つける書き込みや差
別が問題になっています。このような状況も、決して平和と
言えません。「相手の気持ちを考える」「他人を傷つけな
い」「他人にやさしくする」皆さんがこのような気持ちによる
行動をすれば、暴力がなくなります。これが、私たちが世
界の平和のために、できることではないでしょうか。                

「公正とは」                            
「公正」という言葉の意味は、不公平やかたよった事がな
いことです。私たちは、それぞれの個性や特徴を持ってい
ます。生まれた国、男か女か、体の特徴、年齢、障害のあ
るなしなどの原因で、不当な不利益を受ける状態では、
「公正」とは言えません。 
「公正な世界のために、私たちができること」                               
世界の平和のために考えた「相手の気持ちを考える」「他
人を傷つけない」「他人にやさしくする」。これこそが、公正
な世界のために、必要ではないでしょうか。 
「インクルーシブ社会」                      
「インクルーシブ」とは、包み込むようなという意味です。  
世界のひとびとが、ひとつの輪になり、支え合い、尊重し
合うことが、「平和で公正な世界」に近づくための第一歩に
なるのではないでしょうか。  
                        （代市 光男 記） 


